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横浜市基本構想（長期ビジョン） 

関連・連携する計画 
 ○横浜市都市計画マスタープラン 
 ○生物多様性横浜行動計画（ヨコハマｂプラン）  など 

都
市
緑
地
法 

横浜市水と緑の基本計画（計画期間：平成 18-37 年度） 

●重点的な取組 

 
横浜みどりアップ計画 

（新規・拡充施策） 

（計画期間：平成21-25年度） 

横浜市中期４か年計画 
（計画期間：平成 22-25 年度） 

 

横浜市中期４か年計画 
（計画期間：平成 26-29 年度） 

横浜みどりアップ計画 

 
（計画期間：平成26-30年度） 

平成18年度 

 

平成37年度 

  

緑
の
環
境
を
つ
く
り 

育
て
る
条
例 

２ 横浜みどりアップ計画と市民推進会議 

(1) 横浜みどりアップ計画 

   ①位置付け 

横浜市は、大都市でありながら、市民生活の身近な場所にまとまった規模の樹林地

や農地などがあり、また、起伏に富んだ地形から、変化に富んだ水や緑の環境を有して

います。 

この緑の環境を生かし、次世代へ引き継いでいくため、市は平成37年度を目標年次と

した「横浜市水と緑の基本計画」を平成18年に策定し、計画に基づき長期的な視点から

「横浜らしい水・緑環境の実現」に向けた取組を展開しています。 

「横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）」は、これまでの取組を強化・充実するため

の５か年の事業計画として策定されました。また、「横浜みどり税」は、この推進のための

重要な財源として導入され、平成21年４月から計画が推進されました。 

さらに、緑の保全や創造は長い時間をかけて継続的に取り組むことが重要であること

から、横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）の取組の成果や課題、市民意見募集結

果などを踏まえ、「横浜みどりアップ計画」（計画期間：平成26-30 年度）が策定されまし

た。 

 

 

 

【図】横浜みどりアップ計画（計画期間：平成 26-30年度）の位置付け 
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   ②横浜みどりアップ計画（計画期間：平成26-30年度）の構成 

平成26年度より、２期目の「横浜みどりアップ計画」に基づき、「みんなで育む みどり

豊かな美しい街 横浜」を理念とし、５か年の目標を設定しました。目標の実現に向け、

横浜みどりアップ計画では、「市民とともに次世代につなぐ森を育む」「市民が身近に農

を感じる場をつくる」「市民が実感できる緑をつくる」を三つの柱とした取組と効果的な広

報を推進しています。 

 

計画の理念 ： みんなで育む みどり豊かな美しい街 横浜 

 

 

 

５か年の目標 

１ 緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指します 

緑地保全制度の指定による樹林地の担保量が増加、水田の保全面積が増加、 

市街地で緑を創出する取組が進展 など 

２ 地域特性に応じた緑の保全・創出・維持管理の充実により緑の質を高めます 

森の保全管理など生物多様性に配慮した取組の進展、緑や花の創出により  

街の魅力・賑わいが向上 など 

３ 市民と緑とのかかわりを増やし、緑とともにある豊かな暮らしを実現します 

森に関わるイベントや農作物の収穫体験、地域の緑化活動など、市民や   

事業者が緑に関わる機会が増加 など 
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  (2) 横浜みどりアップ計画市民推進会議 

横浜みどりアップ計画市民推進会議は、市民参加の組織により、みどりアップ計画の

評価及び意見・提案、市民の皆さんへの情報提供等をおこなうことを目的として、平成21

年に設置され、平成24年からは条例設置の附属機関に位置付けられました。これまでに

全体会議や各種部会の開催に加え、参加市民を公募したオープンフォーラムや現地調

査を実施し、市民意見の聴取にも努め、計画の評価、提案をおこなってきました。 

みどりアップ計画を推進するうえで、市民推進会議のこのような取組は大きな役割を

果たしており、２期目のみどりアップ計画についても、継続して活動することとなりました。 

平成26年度からは新たな委員も含め、学識経験者や関係団体、町内会・自治会代表、

公募市民の計16名で活動しています。  （○頁に委員名簿を掲載） 

 

 

 

※附属機関：法律又は条例に基づき設置し、行政執行のために必要な審査、調査等をおこなう

機関。会議において審議、協議した結果、意見を取りまとめたり市に提言等をおこなう。 

 

横浜市附属機関設置条例第２条第２項：附属機関※の担任する事務は、別表担任事

務の欄に掲げるとおりとする。 

別表（抜粋） 

執行機関  附属機関  担任事務  委員の定数  

（中   略）  

市長  横 浜 み ど り ア

ッ プ 計 画 市 民

推進会議  

横浜市域の樹林地及び農地の保全並

びに緑化の推進を図ることを目的と

する横浜みどりアップ計画に係る施

策及び事業についての情報提供、評価

等に関する事務 

20人以内  

（以下省略）  

 

 

4

http://www.city.yokohama.jp/me/reiki/honbun/g2021714001.html#b1


３ 市民推進会議平成 27 年度の活動実績 

 （１）平成 27 年度の活動の概要 

   市民推進会議の活動は、みどりアップに対する評価・提案などをまとめた報告書の発行までの 

流れ、及び、市民への情報提供までの流れと、大きく２つに分けることができます。 

 

①評価・提案をまとめた報告書の発行までの流れ 

   

 
  

 
          

 

 

②市民への情報提供の流れ 

 平成 27 年５月  ９月・11 月  平成 28 年２月  ２月・３月 

 全体会議  調査部会  全体会議  柱ごとの部会 

 みどりアップ計画

の施策・事業の把

握し、一年間の活

動内容を検討する 

⇒ 施策の内容について

現地で調査を行い、

現状の検証、市民の

声の聴取を行う 

⇒ 報告書の骨子

の検討する 

⇒ 施策の柱ごとに事業

の評価、検証、提案

を行い、報告書の内

容を検討する 

 （参考）平成 28 年５月   

 全体会議  報告書の 

発行 ⇒ 報告書の確定 ⇒ 

平成 27 年５・９月・平成 28 年１・２月   

広報・見える化部会 
⇒ 

みどりアップ Q の発行 

子ども版広報誌の発行 ・広報誌「みどりアップ Q」の取材、記事作成、編集 

・子ども版広報誌の編集 

・市民向けイベント企画の検討 など 

  

⇒ 市民向けイベントの開催 
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(2) 活動の詳細内容 

① 市民推進会議（全体会議） 

市民推進会議の全体会議において、部会の構成や調査の実施など年間の活動内容を 

確認し、横浜みどりアップ計画の内容、進捗状況について説明を受けて、質疑応答、意見 

交換をおこないました。 

 

第 22 回市民推進会議（平成 27 年５月１日） 

・市民推進会議平成 26 年度報告書（案）について 

・横浜みどりアップ計画平成 27 年度事業内容について 

・市民推進会議平成 27 年度の取組について 

② 施策別専門部会 

取組の柱ごとに施策別専門部会を設置し、事業分野ごとに、詳細に説明を受け、意見交換、 

提案検討をおこないました。 

 

第８回「森を育む」施策を検討する部会（平成 28 年３月８日） 

・横浜みどりアップ計画「森を育む」施策の評価・提案について 

 

第８回「農を感じる」施策を検討する部会（平成 28 年２月 25 日） 

・横浜みどりアップ計画「農を感じる」施策の評価・提案について 

 

第８回「緑をつくる」施策を検討する部会（平成 28 年３月４日） 

・横浜みどりアップ計画「緑をつくる」施策の評価・提案について 

市民推進会議 全体会議の様子 

「森を育む」施策を検討する部会 「農を感じる」施策を検討する部会 「緑をつくる」施策を検討する部会 

開催後差替え 開催後差替え 開催後差替え 

6



③ 調査部会（現地調査） 

＜第 14 回調査部会＞ 

［日時］ 平成 27 年９月７日（月）午後０時 45 分～午後４時 30 分 

［場所］ 横浜自然観察の森、自然観察センター、上郷・森の家 

［参加委員］  ９名 

［内容］ 

(ア) 「市民が森に関わるきっかけづくり」取組が実施されている樹林地を調査 

（栄区上郷町） 

    ・自然観察センターへ移動しながら、取組についての説明（みどりアップ推進課） 

    ・レンジャーの方からウェルカムセンターの施設や取組について説明 

    ・横浜自然観察の森を歩きながら、小学校向け宿泊体験学習の視察 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 意見交換会（栄区上郷・森の家） 

・当日の調査内容について、感想や質疑応答など 

 

＜委員の感想・意見交換＞ 

○横浜自然観察の森というモデルケースを元に、市民生活の身近なところで、市民が 

自然を体験・経験できる仕組みづくりができるとよい。 

○一般の学校などが、ほかのウェルカムセンターや施設などと、より積極的に共同で 

プログラム開発ができるように、また、学校の教員も自前でできるような方向性になるとよい。 

○企業も、環境に対する課題に取り組む機運は高まっているので、CSR のすそ野をもう少し 

広げた方が良い。５つのウェルカムセンターが連携し、それらを具体的に発現させるような 

工夫なり場面なりがあるとよい。 

○企業にとっては社会貢献としてだけでなく、技術の活用や、社員のメンタルヘルスケア対策 

などといったメリットもある。今後、緑の維持管理の負担を考えていく上で、それぞれの企業が 

持つ技術や社員の能力をより生かすことのできる仕組みが求められる。 

○自然体験に欠ける世代の教員が増えているため、教員に対する自然学習の指導能力の 

養成が求められる。 

 

小学生向け宿泊体験学習の視察 ウェルカムセンターの視察 

意見交換会（上郷・森の家） 
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「鶴見『みどりのルート１』 

をつくる会」会長 

東寺尾一丁目ふれあい公園 

＜第 15 回調査部会「みどりアップを見に行こうツアー」＞ 

［日時］ 平成 27 年 11 月１4 日（土）午前９時 20 分～午後０時 40 分 

［場所］ 東寺尾ふれあいの樹林、東寺尾一丁目ふれあい公園（鶴見区東寺尾）、 

地域緑のまちづくり北寺尾地区（鶴見区北寺尾）、みなとみらい 21 新港地区８街区、 

ナビオス横浜（中区新港） 

［参加委員］  ７名 

［内容］ 一般市民 15 名 

(ア) 「市民とともに次世代につなぐ森を育む」取組が実施されている樹林地を調査 

（鶴見区東寺尾） 

・東寺尾ふれあいの樹林を歩きながら、みどりアップ推進課による取組についての 

説明、質疑応答・意見交換 

 

(イ) 「市民が身近に農を感じる場をつくる」取組が実施されている農園付公園を調査 

（鶴見区東寺尾） 

   ・東寺尾一丁目ふれあい公園を見ながら、政策課による取組についての説明 

   ・公園指定管理者（(株)日産クリエイティブサーブス）・ボランティアリーダーの方 

から公園で行う管理や活動について説明、質疑応答 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
(ウ) 「市民が実感できる緑をつくる」取組が実施されている地域緑のまちづくりを調査 

（鶴見区北寺尾） 

・緑化の整備を行った国道１号線沿いを歩きながら、みどりアップ推進課による取組 

についての説明 

・北寺尾地区の地域緑のまちづくりを行う「鶴見『みどりのルート１』をつくる会」会長 

による緑化の説明、質疑応答 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

緑化前の様子 

緑化後の様子 

東寺尾ふれあいの樹林で 

説明を聞く参加者 
ボランティアリーダー

の方と指定管理者の方 
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   (エ) 「市民が実感できる緑をつくる」取組が実施されている港湾緑地を調査 

（中区新港地区） 

・港湾緑地の視察、みどりアップ推進課による取組についての説明 

   
(オ) 意見交換会（ナビオス横浜） 

・当日の調査内容について、一般参加者からの 

感想や質疑応答・意見交換 

   

 

 

   ＜参加者の主な意見＞  

 

○みどりアップが思っていたよりも進んでいた。住宅街にも緑をもっと増やせたらよい。 

○市民農園など市民が農業に関わっていくことが増えて、もっと面積が広がっていくとよい。 

○農園付公園は、農地の担い手の問題が多い中、都市の中での使い方をうまくやっており、 

良い考えだと思った。 

○北寺尾地区はいつも車から見ている場所だったが、歩いてみるとチェーン店のレストラン 

などにも緑が沢山あることが分かった。 

○北寺尾地区の活動がとても良かった。実際に自分が楽しめるような場所であると緑を 

守ろうと思うのではないか。 

○地域緑のまちづくり事業を行っている地区で活動をしているが、他の地区の活動の 

状況が知りたく参加した。自分が活動している地区でも、北寺尾地区と同様に、手入れを 

どう続けていくのか、また、お手伝いいただける人をどう広げていくのかという問題がある。 

○息子が参加するということで、全く興味なく応募した。みどり税のことも今回初めて知ったが、 

これをきっかけに街の緑に少し注目してみようと思った。 

 

新港中央地区 
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④ 広報・見える化部会 

  平成 25 年度までの「広報部会」、「見える化部会」を合わせ、みどりアップ計画や 

みどり税についての情報提供のあり方の検討や広報誌の編集をおこなっています。 

  広報誌は平成 26 年度から「みどりアップＱ」として「濱ＲＹＯＫＵ」からリニューアルし、 

平成 27 年度は第４～６号を発行しました。駅や主要な公共施設のＰＲボックスや、各区役所、 

土木事務所、公園事務所の公共施設で配布しています。さらに、みどりアップ Q の別冊として 

みどりアップ計画を広く子どもたちにも知ってもらうためのリーフレットを発行しました。 

また、子どもが参加するフォーラムイベントを企画し、開催しました。 

 

第 24 回広報・見える化部会（平成 27 年５月 20 日） 

・みどりアップＱ（第４号）について 

第 25 回広報・見える化部会（平成 27 年９月４日） 

・みどりアップＱ（第５号）について 

第 26 回広報・見える化部会（平成 28 年１月 22 日） 

・みどりアップＱ（第６号）について 

第 27 回広報・見える化部会（平成 28 年２月 16 日） 

  ・ 

 

＜みどりアップこどもフォーラム（仮称）＞ 

［日時］ 平成 28 年３月 12 日（土）午前 10 時～午後２時 

［場所］  

［参加委員］ 

［内容］ 

・・・・ 

 

 

＜参加者の主な意見＞ 

 

・・・・ 

 

 

＜委員の感想・意見交換＞ 

 

・・・・ 

写真 

イベント開催の様子など 
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みどりアップＱ第４号 

《発行日》 

平成 27 年 7 月 

《発行部数》 

 21,000 部 

《目次》 

・地域緑のまちづくり 

・ウェルカムセンターにいこう 

・イベント情報 

みどりアップＱ第５号 

《発行日》 

平成 27 年 11 月 

《発行部数》 

 21,000 部 

《目次》 

フェリス女学院大学を囲む森での 

「蝶がつなぐ緑のネットワーク調査」 

みどりアップＱ第６号 

《発行日》 

平成 2８年３月 

《発行部数》 

 21,000 部 

《目次》 

・・・・ 

みどりアップ Q 別冊（子ども版） 

《発行日》 

平成 2８年３月 

《発行部数》 

 21,000 部 

《目次》 

・・・・ 

 ※詳細については、○～○頁参照。「みどりアップＱ」を添付しています。 

 

 

表紙 

 

表紙 
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４ 施策ごとの評価、提案 

市民推進会議では、みどりアップ計画の「市民とともに次世代につなぐ森を育む（「森を

育む」）」、「市民が身近に農を感じる場をつくる（「農を感じる」）」、「市民が実感できる緑を

つくる（「緑をつくる」）」の施策と、みどりアップ計画を市民の皆さんに周知するための「広

報・ＰＲ」について、現地調査で市民や活動団体などからいただいた意見等を踏まえて、評

価・検証をおこないました。 

なお、みどりアップ計画で進めている事業・取組には、横浜みどり税の導入時に定めた

使途に沿って横浜みどり税を充当している事業・取組と、横浜みどり税を充当せずに進め

ている事業・取組がありますが、市民推進会議では市民の皆さんが負担している横浜みど

り税を充当している事業・取組を中心に評価・検証をおこないました。 

 ◆計画の体系◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：横浜みどり税を充当している事業・取組 

取組の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

施策１ 

樹林地の確実な保全の推進 

 事業① 緑地保全制度による指定の拡大・市によ

る買取り 
● 

 

 

施策２ 

良好な森を育成する取組の推進 

 

事業② 生物多様性・安全性に配慮した森づくり ●   
 

事業③ 森を育む人材の育成 ●  

 

施策３ 

森と市民とをつなげる取組の推進 

 
事業④ 市民が森に関わるきっかけづくり ●  

取組の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

施策１ 

農に親しむ取組の推進 

  
事業① 良好な農景観の保全 ●   

  
事業② 農とふれあう場づくり ●  

  

施策２ 

地産地消の推進 

  
事業③ 身近に感じる地産地消の推進    

  
事業④ 市民や企業と連携した地産地消の展開    

取組の柱３ 市民が実感できる緑をつくる 

施策１ 

市民が実感できる緑を創出す

る取組の推進 

  
事業① 民有地での緑の創出 ●   

  

事業② 公共施設・公有地での緑の創出 ● 
  

 

施策２ 

緑を楽しむ市民の盛り上がり

を醸成する取組の推進 

  
事業③ 市民協働による緑のまちづくり ●   

  
事業④ 子どもを育む空間での緑の創出 ●   

  
事業⑤ 緑や花による魅力・賑わいの創出 ●   

効果的な広報の展開 

事業① 市民の理解を広げる広報の展開  
 

12



 

◆みどりアップ計画全体への意見及び評価の概要◆ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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（１）取組の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

 森（樹林地）の多様な役割に配慮しながら、緑のネットワークの核となるまとまりのある

森を重点的に保全するとともに、保全した森を市民・事業者とともに育み、次世代に継承し

ます。 

 

施策１ 樹林地の確実な保全の推進 

事業 事業の概要 
進捗状況（11 月末時点） 

【27 年度目標/５か年の目標】 

緑 地 保 全
制 度 に よ
る 指 定 の
拡大・市に
よ る 買 取
り 

市内に残る樹林地の多くは民有地であり、まと

まりのある樹林地を保全して次世代に引き継ぐ

ためには、土地を所有する方が、できるだけ持ち

続けられるよう支援することが必要です。そこ

で、緑地保全制度の指定により土地所有者への優

遇措置を講じることで、樹林地を保全します。 

また、土地所有者の不測の事態等による、樹林

地の買入れ申し出に対応します。 

・新規指定面積：26.3ha 

【100ha/500ha】 

 

・買取面積：7.5ha 

【19.7ha/108ha】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策１についての評価・提案 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

  

 
写真 

最近の指定場所など 

 
写真 

最近の指定場所など 
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施策２ 良好な森を育成する取組の推進 

事業 事業の概要 
進捗状況（11 月末時点） 

【27 年度目標/５か年の目標】 

生 物 多 様
性・安全性
に配慮した
森づくり 

樹林地の維持管理（森づくり）を行う際

の技術指針である森づくりガイドライン

等を活用し、生物多様性の保全、利用者の

安全や快適性の確保、良好な景観形成な

ど、森に期待される多様な役割に配慮した

森づくりを推進します。また、緑地保全制

度の指定を受けた土地を所有する方の維

持管理負担を軽減するための支援を行い

ます。 

・森づくりガイドライン等を活用した維持管理
の推進： 
市民の森等 114 か所、まとまった樹林地の
ある都市公園８か所 

【推進/推進】 
・保全管理計画の策定の取組： 

市民の森等３か所、まとまった樹林地のあ
る都市公園３か所で策定中 

【3 か所、３か所/15 か所、10 か所】 
・樹林地保全制度に指定している民有樹林地の

維持管理の助成(交付受付)：104 件 
【130 件/650 件】 

・法面の整備 設計中２か所、施工中１か所 
【２か所/10 か所】 

・森づくり活動団体へのチッパーの貸出し： 
１回 

【推進/推進】 

森を育む人
材の育成 

市民や事業者と市の協働により森を育

む取組を進めるため、森づくり活動に取り

組む市民や団体を対象に、活動のための知

識や技術に関する研修を実施し、森を育む

「人」を育てます。また、森づくり活動を

行う団体を対象に、活動に必要な支援を行

います。 

・研修を 10 回実施、ニュースレターを２回発
行 

【推進/推進】 
・森づくり活動団体への支援： 

樹林地延べ 20 団体、公園延べ９団体 
【樹林地延べ 10 団体、公園延べ 10 団体 
/樹林地延べ 50 団体、公園延べ 50 団体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策２についての評価・提案 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 
写真 

最近の維持管理の様子など 

 
写真 

最近の維持管理の様子など 
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施策３ 森と市民とをつなげる取組の推進 

事業 事業の概要 
進捗状況（11 月末時点） 

【27 年度目標/５か年の目標】 

市民が森に
関わるきっ
かけづくり 

森に関わる市民の裾野を広げるため、森に関するイベ

ントや講座の開催などにより、市民が森に関わるきっか

けを提供します。また、平成25 年度までに設置したウ

ェルカムセンター（５館）を活用し、多くの市民が、横

浜の森について理解を深めることができるような情報

発信を行います。 

・イベント等の実施：100回 

【36回/180回】 

・ガイドマップ： 
2 地域で作成 

【推進/新規に指定された 
市民の森等を対象に作成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策３についての評価・提案 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

  

市民の森・ふれあいの樹林ガイドマップ（旭区「今宿市民の森・鶴ケ峰ふれあいの樹林」）  

「森を育む」施策を検討する部会 部会長コメント 

   （300～500 字程度） 

 
写真 

最近のイベントの様子など 

 
写真 

最近のイベントの様子など 

16



（２）取組の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

 景観や生物多様性の保全など農地が持つ環境面での役割に着目した取組、地産地消や農

体験の場の創出など、市民と農の関わりを深める取組を展開します。 

 

施策１ 農に親しむ取組の推進 

事業 事業の概要 
進捗状況（11 月末時点） 

【27 年度目標/５か年の目標】 

良好な農景

観の保全 

集団的な農地から構成される広がりのあ

る景観や、樹林地と田や畑が一体となった谷

戸景観など、多くの市民に親しまれてきた農

景観を次世代に継承するため、横浜に残る貴

重な水田景観を保全する取組や、意欲ある農

家・NPO 法人などにより農地を保全する取

組を支援します。 

・水田保全承認予定面積：120.7ha 

（うち新規承認 1.7ha） 

【121ha/125ha】 

・共同利用設備の整備：１件 

【5 件/25 件】 

・長期貸付開始農地：7.1ha 

（累計 75.6ha） 

【4.2ha（累計 68.5ha）/累計 80ha】 

農とふれあ

う場づくり 

 食と農への関心や、農とのふれあいを求め

る市民の声の高まりに応えるため、収穫体験

から本格的な農作業まで、様々な市民ニーズ

に合わせた農園の開設や整備を進めるとと

もに、市民と農との交流拠点である横浜ふる

さと村や恵みの里を中心に、市民が農とふれ

あう機会を提供します。また、農家と地域住

民が協働で地域の農環境を保全する取組な

ど、市民による主体的な活動を支援します。

これらの取組の情報発信を充実させること

により、市民の利用や参加につなげます。 

・収穫体験農園の開設支援：0.99ha 

【2.5ha/12.5ha】 

・市民農園の開設支援：1.8ha 

【1.2ha/6.0ha】 

・農園付公園の整備：1.4ha（2 か所）  

【1.4ha（2 か所）/7.3ha】 

・ふるさと村・恵みの里の 

農体験教室等：82 回 

【100 回/500 回】 

・あぐりツアー実施：２回  

【4 回/20 回】 

 

 

 

 

 

◆施策１についての評価・提案 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
写真 

最近の水田の様子など 

 
写真 

農園付公園など 
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施策２ 地産地消の推進 

事業 事業の概要 
進捗状況（11 月末時点） 

【27 年度目標/５か年の目標】 

身近に感じ

る地産地消

の推進 

地域でとれた農畜産物などを販売する直売所の

整備等の支援や、市内で生産される苗木や花苗を

配布するなど、地産地消の取組を拡大します。さ

らに、地産地消に関わる情報の発信など、市民が

地産地消を身近に感じるための取組を推進しま

す。 

・直売所の整備・施設拡充の支援： 

４件  

【10 件/52 件】 

・青空市運営支援：５件  

【5 件/25 件】 

市民や企業

と連携した

地産地消の

展開 

市民の「食」と、農地や農畜産物といった「農」

をつなぐ「はまふぅどコンシェルジュ」などの地

産地消に関わる人材の育成やネットワークの強化

を図るとともに、農と市民・企業等が連携する取

組を推進します。 

・はまふぅどコンシェルジュの 

活動支援：18 件  

【20 件/100 件】 

・企業等との連携：５件  

【5 件/50 件】 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策２についての評価・提案 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

「農を感じる」施策を検討する部会 部会長コメント 

   （300～500 字程度） 

                    

写真 
最近の直売所の様子など 

 

写真 
企業等との連携の実績が 

わかる写真など 
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（３）取組の柱３ 市民が実感できる緑をつくる 

街の魅力を高め賑わいづくりにつながる緑や地域の緑、街路樹などの緑の創出に、緑

のネットワーク形成も念頭において取り組みます。また、地域で緑を創出・継承する市民

や事業者の取組を支援します。 

 

施策１ 市民が実感できる緑を創出する取組の推進 

事業 事業の概要 
進捗状況（11 月末時点） 

【27 年度目標/５か年の目標】 

民有地での

緑の創出 

 緑あふれる魅力的な街をつくるためには、市

民や事業者の取組が不可欠です。多くの市民が

目にする場所や効果的な場所での緑の創出、生

物多様性の向上に寄与する取組や地域で親しま

れている名木古木の保存など、緑の創出・保全

に積極的に取り組む市民・事業者を支援します。 

・緑化の助成：４件（手続き中を含む） 

【13 件/65 件】 

・名木古木の保存：推進 

【推進/推進】 

・人生記念樹苗木の配布：7,865 本 

【8,000 本/40,000 本】 

公共施設・

公有地での

緑の創出 

 多くの市民が利用する地域の公共施設から率

先し、市民が実感でき、生物多様性の向上や地

域の良好な景観形成につながる緑を創出しま

す。また、市民が目にする機会の多い街路樹を

良好に育成するための取組を拡大します。 

・緑の創出：10 か所 

【16 か所/58 か所】 

・創出した緑の維持管理：推進 

【推進/推進】 

・シンボル的な緑の創出：事業推進１か所、

事業実施に向けた調整中２か所 

【1 か所/5 か所】 

・いきいきとした街路樹づくり： 

18 区で推進 

【18 区で推進/18 区で推進】 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策１についての評価・提案 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

写真 
最近の助成した民有地緑化 

など 
 

写真 
最近の公共施設・公有地で創出

した緑など 
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施策２ 緑を楽しむ市民の盛り上がりを醸成する取組の推進 

事業 事業の概要 
進捗状況（11 月末時点） 

【27 年度目標/５か年の目標】 

市民協働に

よる緑のま

ちづくり 

地域が主体となり、住宅地や商店街、オフィス街、

工場地帯など様々な街で、地域にふさわしい緑を創

出する計画をつくり、計画を実現していくための取

組を、市民との協働で進めます。 

・地域緑化推進事業：22 地区 

（新規：協定締結手続中５地区） 

【28 地区（新規 ６地区、継続 

22 地区）/46 地区】 

子どもを育

む空間での

緑の創出 

 次世代を担う子どもたちが緑と親しみ、感性豊か

に成長できるよう、子どもが多くの時間を過ごす保

育園、幼稚園、小中学校を対象に、施設ごとのニー

ズに合わせた多様な緑の創出・育成を進めます。緑

の創出にあたっては、子どもたちと生き物とのふれ

あいが生まれるような空間づくりに取り組みます。 

・緑の創出：12 か所 

（整備中含む） 

【20 か所/100 か所】 

・芝生等の維持管理：推進 

【推進/推進】 

緑や花によ

る魅力・賑

わいの創出 

多くの市民が時間を過ごし、国内外から多くの観

光客が訪れるエリアである都心臨海部において、来

訪者の回遊性向上や生物多様性確保の観点から、エ

リア内での緑のネットワーク形成に寄与すること

も念頭に、公共施設を中心に緑や花による空間演出

や質の高い維持管理を集中的に展開し、街の魅力形

成・賑わいづくりにつなげます。 

・都心臨海部での緑のネットワー

ク形成：推進 

【推進/推進】 

・緑花の維持管理：推進 

【推進/推進】 

 

 

 

 

 

 

◆施策２についての評価・提案 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

「緑をつくる」施策を検討する部会 部会長コメント 

  （300～500 字程度） 

写真 
最近の学校の緑化など 

写真 
最近の都心臨海部の 

緑花事例など 

写真 
最近の地域緑化推進事

業地区など 
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（４）効果的な広報の展開  

 市民の皆様のご理解とご協力を得ながら取組を推進するため、取組の内容や実績につ

いて、様々な媒体・手法を用いて効果的にお知らせし、理解を深めていただくとともに、緑

に関わる活動に参加するきっかけとなる機会を提供します。 

 

市民の理解を広げる広報の展開 

取組内容 
進捗状況（11 月末時点） 

【27 年度目標】 

取組の内容や実績について、

様々な媒体・手法を用いて効果

的に市民へ広報を行い、理解を

深めるとともに、緑に関わる活

動に参加するきっかけとなる機

会を提供（広報よこはまでの特

集や、自治会町内会などを通じ

た PR や実績報告など） 

・広報よこはま 9 月号特集ページの記事作成 

【各戸に届く広報よこはまの特集ページの利用】 

・実績概要の作成・配付（６月） 

【計画、実績概要の作成・配付】 

・ブルーラインはまりん号、パートラッピングバスなど市営交通を

中心とした交通広告を実施（～11 月） 

【市の工事等の現場に統一的な看板等を設置】 

・市の工場等の現場に統一的な看板等を設置（実施中） 

【市民認知度の調査】 

・公共施設などで横断幕による PR（実施中） 

 【公共施設などで横断幕等による PR】 

・PR 用動画に使用する映像を撮影中 

 【PR 用動画の制作・配付】 

・環境行動フェスタで着ぐるみをお披露目、広報用品等作成中 

 【マスコットキャラクターの作成・活用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 
ラッピングバス 

写真 
企業等との連携の実績がわか

る写真など 

写真 
横断幕など 

イラスト 
横浜みどりアップ葉っぴー 
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◆取組への評価・提案 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

広報・見える化部会 部会長コメント 

  （300～500 字程度） 
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(50音順・敬称略 )

氏　　名 区　　分 備　　考

相川　健志 公 募 市 民

相原　信行 関 係 団 体 　横浜市町内会連合会　顧問

東　みちよ 公 募 市 民

池田　信彦 関 係 団 体 　よこはま緑の推進団体連絡協議会　会長

池邊　このみ 学識経験者 　千葉大学大学院　園芸学研究科　教授

大竹　斎子 公 募 市 民

加茂　千津子 公 募 市 民

清水　靖枝 関 係 団 体 　長屋門公園管理運営委員会　事務局長

座　長 進士　五十八 学識経験者 　東京農業大学 名誉教授

関水　金作 関 係 団 体 　追分・矢指市民の森愛護会　会長

副座長 蔦谷　栄一 学識経験者 　株式会社農林中金総合研究所　客員研究員

長瀬　里佳 公 募 市 民

野路　幸子 関 係 団 体 　元横浜市中央農業委員会委員

望月　正光 学識経験者 　関東学院大学 経済学部　教授

矢沢　定則 関 係 団 体 　横浜農業協同組合　常務理事

若林　史郎 関 係 団 体 　横浜商工会議所　理事・企画広報部長

平成28年2月5日

横浜みどりアップ計画市民推進会議 名簿

５ 市民推進会議委員名簿
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 ＜施策別専門部会　名簿＞ 

氏　　名 区　　分 備　　考

東　み ち よ 公 募 市 民

加茂　千津子 公 募 市 民

清 水　靖 枝 関 係 団 体 　長屋門公園管理運営委員会　事務局長

関 水　金 作 関 係 団 体 　追分・矢指市民の森愛護会　会長

部会長 望 月　正 光 学識経験者 　関東学院大学 経済学部　教授

氏　　名 区　　分 備　　考

相 川　健 志 公 募 市 民

大 竹　斎 子 公 募 市 民

部会長 蔦 谷　栄 一 学識経験者 　株式会社農林中金総合研究所　客員研究員

野 路　幸 子 関 係 団 体 　元横浜市中央農業委員会委員

矢 沢　定 則 関 係 団 体 　横浜農業協同組合　常務理事

氏　　名 区　　分 備　　考

相 原　信 行 関 係 団 体 　横浜市町内会連合会　顧問

池 田　信 彦 関 係 団 体 　よこはま緑の推進団体連絡協議会　会長

部会長 池 邊　このみ 学識経験者 　千葉大学大学院　園芸学研究科　教授

長 瀬　里 佳 公 募 市 民

若 林　史 郎 関 係 団 体 　横浜商工会議所　理事・企画広報部長

　「森を育む」施策を検討する部会 名簿

(50音順・敬称略)

　「農を感じる」施策を検討する部会 名簿
(50音順・敬称略)

　「緑をつくる」施策を検討する部会 名簿
(50音順・敬称略)
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氏　　名 区　　分 備　　考

部会長 東　み ち よ 公 募 市 民

相 川　健 志 公 募 市 民

大 竹　斎 子 公 募 市 民

加茂　千津子 公 募 市 民

長 瀬　里 佳 公 募 市 民

望 月　正 光 学識経験者 　関東学院大学 経済学部　教授

　広報・見える化部会 名簿
(50音順・敬称略)

＜
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６ 市民推進会議委員からのコメント 

 市民推進会議の委員を務めてきた中で感じたことや、生活の中で日ごろ各委員が感じたことに

ついて、委員一人ひとりからのコメントを紹介します。 

 

 

 
○○委員コメント （○○部会、○○部会 所属） 

  （300 字程度） 

○○委員コメント （○○部会 所属） 

  （300 字程度） 

 

○○委員コメント （○○部会 所属） 

  （300 字程度） 
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７ 市民推進会議広報誌「みどりアップＱ」（平成 27 年度発行分） 

 

 

 

「みどりアップＱ」 

 

第４号 平成27年７月発行 

・地域緑のまちづくり 

・ウェルカムセンターにいこう 

・イベント情報 

 

第５号 平成27年11月発行 

フェリス女学院大学を囲む森での 

「蝶がつなぐ緑のネットワーク調査」 

 

 

第６号 平成28年２月発行予定 

・・・・・・・・ 

・・・・・・・・ 

 

 

別冊平成28年３月発行 

「子ども版 広報誌（仮名）」 
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北島
テキストボックス
「みどりアップＱ６号」
「子ども版広報誌」に差替え
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